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【
資
料
紹
介
】
吉
田
茂
宛
竹
内
綱
書
簡

久
保
庭
　
萌
（
当
館
学
芸
員
）

一
　
吉
田
家
旧
蔵
資
料
と
書
簡
の
概
要

本
稿
で
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
吉
田
茂
関
連
資
料
の
う
ち
、
吉
田
の
実
父
竹
内
綱
か

ら
吉
田
に
送
ら
れ
た
書
簡
二
通
を
紹
介
す
る
。
当
館
所
蔵
の
吉
田
宛
竹
内
書
簡
は
合
計

五
通
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
す
べ
て
を
掲
載
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
残
り
三
通
に
つ

い
て
は
別
の
機
会
に
改
め
て
紹
介
し
た
い
。

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
元
々
吉
田
茂
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
吉
田
の
没
後

に
吉
田
健
一
が
受
け
継
い
だ
。
二
〇
一
七
年
に
吉
田
家
か
ら
吉
田
茂
関
連
の
資
料
を
一

括
し
て
寄
贈
い
た
だ
き
、
現
在
整
理
を
進
め
て
い
る
。
資
料
の
な
か
に
は
、
吉
田
茂
宛

の
書
簡
が
三
百
通
余
り
含
ま
れ
て
お
り
、
吉
田
の
行
動
や
思
考
の
一
端
を
探
る
上
で
も

貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
な
お
、
財
団
法
人
吉
田
茂
記
念
事
業
財
団
（
の
ち
吉
田
茂
国

際
基
金
）が
刊
行
し
た『
吉
田
茂
書
翰
』（
中
央
公
論
新
社
、一
九
九
四
）及
び
続
刊
の『
吉

田
茂
書
翰
　
追
補
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
）
に
は
、
吉
田
茂
か
ら
差
し
出
し

た
書
簡
が
合
わ
せ
て
一
四
〇
四
通
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
吉
田
宛
の
書
簡
は
、
ま

と
ま
っ
た
形
で
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
竹
内
綱
宛
吉
田
茂
書
簡
は
、
書
簡
集

に
も
収
録
が
な
く
、
今
回
紹
介
す
る
竹
内
の
書
簡
に
対
応
す
る
吉
田
の
返
書
も
、
管
見

の
限
り
で
は
発
見
で
き
て
い
な
い
。

今
回
紹
介
す
る
書
簡
は
い
ず
れ
も
一
九
一
五
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
吉
田
が

安
東
領
事
と
朝
鮮
総
督
府
書
記
官
を
兼
任
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
吉
田
は
外
交

官
と
し
て
、
一
九
〇
七
年
に
中
国
の
奉
天
領
事
館
に
領
事
官
補
と
し
て
赴
任
以
来
、

一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
中
国
北
部
の
領
事
及
び
総
領
事
と
し
て
、
日

本
人
居
留
民
の
保
護
や
現
地
に
お
け
る
情
報
収
集
な
ど
の
業
務
に
携
わ
っ
た
。

一
方
、
竹
内
綱
（
一
八
四
〇
～
一
九
二
二
年
）
は
土
佐
藩
出
身
の
自
由
民
権
運
動
家

で
、
一
八
九
〇
年
の
第
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
当
選
し
、
自
由
党
土
佐
派
の
主
要

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
衆
議
院
議
員
を
計
三
期
務
め
た
。
竹
内
は
政
治
家
で
あ
る
と
同
時

に
実
業
家
と
し
て
の
顔
も
持
ち
、
グ
ラ
バ
ー
商
会
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
同
郷
の
後
藤

象
二
郎
と
と
も
に
現
在
の
長
崎
県
に
あ
っ
た
高
島
炭
鉱
の
経
営
に
携
わ
る
な
ど
様
々
な

事
業
を
手
掛
け
た
。
ま
た
、
今
回
紹
介
す
る
書
簡
に
も
あ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
の
鉄

道
網
敷
設
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。

竹
内
と
吉
田
の
関
係
、
あ
る
い
は
竹
内
家
と
吉
田
と
の
関
係
は
未
だ
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
部
分
も
多
い（
１
）。
竹
内
の
書
簡
は
両
者
の
関
係
を
探
る
上
で
ひ
と
つ
の
手
が
か

り
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
書
簡
の
釈
文
と
解
説

【
一
】
吉
田
茂
宛
　
竹
内
綱
書
簡
　〔
一
九
一
五
〕
年
一
〇
月
二
八
日
付

此
ノ
手
紙
ハ
去
八
日
郵
便
発
送
致
候
積
之
処
、
机
之
引
出
ニ
忘
レ
有
之
今
日
見
出
候
ニ

付
、
其
侭
郵
便
ニ
付
し
申
し
候

念
〔
廿
〕
二
日
之
手
寰
〔
簡
ヵ
〕
披
見
秋
冷
之
好
時
節
相
揃
安
全
之
由
拝
賀
之
至
ニ
候
、

爰
許
一
同
万
事
省
念
可
被
致
候
、
陳
者
京
城
之
朝
鮮
鉄
道
一
千
哩
記
念
ニ
付
総
督
よ
り

之
案
内
且
参
列
者
之
誘
引
も
有
之
、
明
太
郎
よ
り
も
頻
リ
ニ
被
相
進
候
へ
共
、
自
分
ハ

御
祭
騒
キ
ノ
見
物
者
好
ま
し
か
ら
す
、
別
に
北
京
行
之
企
有
之
旁
朝
鮮
行
差
控
候
事
ニ

致
候
、
実
ハ
日
支
交
渉
結
末
以
来
日
支
親
善
之
意
見
有
之
、
秘
密
之
同
憂
者
ニ
（
牧
野

伊
集
院
両
氏
ニ
も
）
相
談
致
居
申
候
而
、
目
下
北
京
当
路
者
之
内
密
を
観
察
為
致
申
ニ

有
之
候
、
其
都
合
ニ
依
リ
而
ハ
北
京
行
ニ
致
積
ニ
有
之
候
、
自
分
之
意
見
之
緒
言
ノ
ミ

別
紙
之
通
ニ
有
之
候
、
一
覧
之
上
意
見
有
之
候
へ
ハ
内
察
被
申
越
度
候

廣
事
茨
城
之
開
墾
地
農
業
ニ
従
事
為
致
積
之
処
、
本
年
押
川
光
躬
出
京
之
節
相
続
人
之

幼
年
ニ
而
家
事
之
世
話
致
候
者
無
之
ニ
付
、虎
治
を
宿
毛
住
ニ
致
候
度
相
続
有
之
ニ
付
、

其
後
廣
を
宿
毛
住
居
ニ
致
し
候
、
押
川
之
養
子
（
事
故
有
之
離
縁
）
之
次
女
を
廣
と
結
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婚
致
候
筈
相
談
相
整
、
先
月
虎
治
廣
同
道
宿
毛
ニ
参
リ
彌
十
二
月
十
二
日
結
婚
之
事
ニ

取
極
申
候
、
宿
毛
ハ
祖
先
墳
墓
之
地
邸
宅
も
有
之
事
ニ
付
、
廣
之
住
居
与
致
候
へ
ハ
至

極
安
堵
致
候
次
第
ニ
御
座
候

右
申
遣
度
草
々
不
備

十
月
念
〔
廿
〕
八
日
　
綱

茂
殿

尚
以
虎
治
ハ
廣
伴
ニ
先
日
帰
リ
十
二
月
結
婚
之
節
再
度
宿
毛
行
之
筈
、
廣
も
宿
毛
屋
敷

ニ
滞
留
致
居
申
候
也

【
解
説
】

ま
ず
書
簡
の
前
半
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
朝
鮮
鉄
道
一
千
哩
記
念
」
は
、
一
九
一
五

年
に
朝
鮮
総
督
府
が
開
催
し
た
「
始
政
五
年
記
念
朝
鮮
物
産
共
進
会
」
の
行
事
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
鉄
道
網
の
敷
設
は
、
一
八
九
四
年
に
日
本
と
朝
鮮
と

の
間
で
締
結
さ
れ
た
京
釜
及
び
京
仁
鉄
道
に
関
す
る
暫
定
合
同
条
款
を
嚆
矢
と
す
る
。

日
本
は
朝
鮮
半
島
で
の
鉄
道
敷
設
権
を
徐
々
に
獲
得
し
、
京
仁
線
、
京
釜
線
、
京
義
線

な
ど
が
敷
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
鉄
道
網
は
一
九
〇
六
年
に
日
本
で
鉄
道
国
有
化
法
が

施
行
さ
れ
、
の
ち
に
朝
鮮
総
督
府
が
管
轄
す
る
官
営
の
朝
鮮
鉄
道
と
な
っ
た
。

竹
内
は
一
八
九
五
年
、
当
時
の
首
相
で
あ
っ
た
伊
藤
博
文
に
京
釜
京
仁
鉄
道
株
式
会

社
の
設
立
趣
意
書
を
提
出
し
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
の
重
要
性
を
説
い
た（

２
）。

そ
の
後
京
釜
線
や
京
義
線
の
敷
設
に
携
わ
り
、
京
釜
鉄
道
株
式
会
社
の
常
務
も
務
め
て

い
る
。
竹
内
が
当
時
の
朝
鮮
総
督
で
あ
っ
た
寺
内
正
毅
か
ら
記
念
行
事
へ
の
参
加
を
求

め
ら
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
で
あ
ろ
う
。

文
中
で
竹
内
は
寺
内
か
ら
の
招
待
を
断
り
、
別
に
北
京
行
き
を
計
画
し
て
い
る
。
そ

の
目
的
の
ひ
と
つ
が
「
日
支
交
渉
結
末
以
来
」
北
京
に
お
け
る
重
要
人
物
の
偵
察
で
あ

る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
「
日
支
交
渉
」
と
は
一
九
一
五
年
一
〇
月
に
書
か
れ
た
内
容
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
同
年
一
月
一
八
日
、
大
隈
重
信
内
閣
が
中
華
民
国
の
袁
世

凱
政
権
に
対
し
て
提
示
し
た
対
華
二
十
一
ヵ
条
要
求
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
前
年
夏

に
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
の
さ
な
か
、
日
本
は
ド
イ
ツ
と
交
戦
し
、
ド
イ
ツ
の
租

借
地
で
あ
っ
た
膠
州
湾
、
青
島
、
山
東
鉄
道
を
占
拠
し
た
。
日
本
は
こ
れ
ら
の
山
東
権

益
の
承
認
や
、す
で
に
日
本
の
租
借
地
と
な
っ
て
い
た
南
満
州
権
益
の
租
借
期
間
延
長
、

さ
ら
に
中
国
政
府
に
お
け
る
日
本
人
顧
問
の
設
置
な
ど
を
中
国
に
求
め
た
。
中
国
側
は

日
本
の
要
求
に
対
し
当
初
抵
抗
の
姿
勢
を
示
し
た
が
、
五
月
九
日
に
一
部
の
条
項
を
除

き
要
求
を
受
諾
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
、
中
国
の
対
日
感
情
を
悪
化
さ
せ
、

中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
激
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、

竹
内
は
牧
野
伸
顕
や
伊
集
院
彦
吉
ら
と
相
談
し
、「
北
京
当
路
者
」
の
内
情
を
さ
ぐ
る

べ
く
中
国
行
を
検
討
し
て
い
る
と
書
簡
に
は
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
北
京
の
要
人
が

誰
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
北
京
政
府
大
統
領
で
あ
っ
た
袁
な
い
し
政
府
高
官
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
名
前
が
登
場
す
る
牧
野
は
、
一
九
一
三
か
ら
一
四
年
ま
で
第
一
次
山
本
権
兵

衛
内
閣
の
外
務
大
臣
を
務
め
て
お
り
、
対
華
二
十
一
ヵ
条
要
求
を
行
っ
た
加
藤
高
明
外

相
の
前
任
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
伊
集
院
も
一
九
〇
八
か
ら
一
九
一
三
年
ま
で
駐
清
・
駐

華
公
使
を
務
め
た
。
い
ず
れ
も
こ
の
時
期
の
対
中
外
交
に
関
係
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ

の
二
人
が
対
華
二
十
一
ヵ
条
要
求
で
悪
化
し
た
日
中
関
係
を
憂
慮
し
て
い
た
様
子
が
う

か
が
え
る
。
な
お
、竹
内
と
牧
野
は
吉
田
と
牧
野
の
長
女
雪
子
の
結
婚
（
一
九
〇
九
年
）

に
よ
り
姻
戚
関
係
と
な
っ
た
が
、
伊
集
院
も
牧
野
の
義
弟
に
あ
た
り
、
竹
内
と
伊
集
院

は
牧
野
の
紹
介
で
知
り
合
っ
た
よ
う
で
あ
る（

３
）。
一
九
〇
九
年
伊
集
院
に
宛
て
ら
れ
た
牧

野
の
書
簡
で
、
竹
内
が
清
国
を
視
察
す
る
の
で
伊
集
院
に
竹
内
へ
の
便
宜
を
図
る
よ
う

牧
野
が
依
頼
し
て
い
る（
４
）。
ま
た
、
竹
内
の
自
伝
に
も
こ
の
時
の
清
国
外
遊
の
記
述
が
あ

り
、
伊
集
院
を
通
じ
て
北
京
政
府
の
高
官
と
面
会
し
て
い
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る（
５
）。

一
方
、
こ
の
時
期
吉
田
は
朝
鮮
総
督
府
の
書
記
官
を
安
東
領
事
と
兼
務
し
て
お
り
、

朝
鮮
総
督
で
あ
っ
た
寺
内
正
毅
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た（
６
）。
竹
内
の
書
簡
の
二
カ
月
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前
に
吉
田
か
ら
寺
内
に
送
ら
れ
た
書
簡（
７
）に
は
、「
張
〔
錫
鑾
〕
将
軍
及
張
〔
元
奇
〕
巡

按
使
両
官
ニ
面
談
之
砌
日
支
関
係
の
現
状
に
顧
ミ
両
国
政
治
家
の
往
来
意
思
疎
通
益
々

肝
要
之
次
第
を
説
き
、
先
つ
今
秋
京
城
共
進
会
を
機
会
と
し
て
寺
内
総
督
訪
問
之
事
を

勧
説
」（〔
〕
内
は
筆
者
注
）
と
あ
る
。
吉
田
は
京
城
共
進
会
（
＝
始
政
五
年
記
念
朝
鮮

物
産
共
進
会
）
の
名
目
で
、
日
中
関
係
改
善
の
た
め
、
寺
内
と
北
京
政
府
側
の
高
官
と

を
引
き
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
吉
田
や
そ
の
周
囲
で
、
当
時
急
速

に
悪
化
し
つ
つ
あ
っ
た
対
中
関
係
の
改
善
に
向
け
た
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら

の
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
。

後
半
に
か
け
て
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
竹
内
家
の
近
況
で
あ
る
。「
廣
事
茨
城
之
開

墾
地
農
業
ニ
従
事
為
致
積
」
と
あ
る
の
は
、
竹
内
の
七
男
廣
の
こ
と
で
、
廣
が
茨
城
県

の
開
墾
地
で
農
業
に
従
事
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
竹
内
の
出
身
地
で
あ
る
高

知
県
宿
毛
の
押
川
光
躬
（
元
自
由
民
権
運
動
家
）
の
次
女
と
結
婚
し
、
宿
毛
に
居
住
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
廣
に
同
行
し
た
人
物
の
虎
治
は
廣
と
同
じ
く
竹
内
綱
の
息

子
で
、
三
男
に
あ
た
る
。
な
お
、
文
中
に
で
て
く
る
「
茨
城
之
開
墾
地
」
だ
が
、
こ
れ

は
一
九
一
三
年
に
竹
内
綱
・
明
太
郎
親
子
が
中
心
と
な
っ
て
開
発
し
た
、
牛
久
農
場
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
二
】
吉
田
茂
宛
　
竹
内
綱
書
簡
　〔
一
九
一
五
〕
年
一
二
月
三
〇
日
付

[

封
表]

消
印
４
．
１
２
．
３
１　

支
那
満
洲
安
東
県
日
本
領
事
館　

吉
田
茂
殿

[

裏]

東
京
市
麻
布
区
笄
町
百
四
十
二
番
地　

竹
内
綱　

十
二
月
卅
日

本
日
廿
日
之
書
簡
相
達
披
見
候
、時
下
寒
威
日
増
難
凌
候
処
相
揃
健
全
抃
喜
之
至
ニ
候
、

爰
許
一
同
平
安
省
念
可
有
之
候

廣
義
去
ル
廿
七
日
吉
日
ニ
付
、
結
婚
式
首
尾
能
相
済
候
趣
電
信
報
知
有
之
、
大
ニ
御
祝

致
候

陳
者
日
支
親
善
ニ
付
纔
ニ
意
見
之
趣
致
承
知
候
、
右
ニ
付
而
者
不
捨
置
講
究
申
上
有
之

候
処
、
其
許
之
意
見
ニ
対
し
而
者
一
見
候
処
余
程
粗
暴
之
考
有
之
候
、
殊
ニ
相
考
当
職

之
身
分
旁
甚
関
心
不
少
候
ニ
付
而
者
教
思
付
之
侭
左
ニ
申
上
候

帝
政
問
題
ニ
付
キ
袁
〔
世
凱
〕
ヲ
助
ケ
我
ニ
帝
政
樹
立
之
功
ヲ
収
メ
云
々
、
右
者
支
那

ノ
統
一
政
治
之
速
カ
ニ
成
立
セ
シ
ム
ヘ
キ
ハ
固
ヨ
リ
異
議
ナ
キ
モ
、
今
日
ニ
於
テ
直
チ

ニ
帝
政
ノ
援
助
表
榜
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
頗
ル
考
慮
ヲ
要
ス
ヘ
キ
問
題
ニ
シ
テ
容
易
ニ
断
ス

ヘ
カ
ラ
ズ
、
抑
支
那
之
革
命
帝
王
ノ
交
代
ハ
殆
ン
ト
普
通
ノ
慣
例
ノ
如
キ
観
ア
ル
モ
国

民
ハ
決
し
而
之
ヲ
随
喜
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス

君
民
間
ニ
於
ケ
ル
正
義
ハ
古
ヨ
リ
伯
夷
叔
斎
文
天
祥
方
孝
孺
ノ
如
キ
大
ニ
尊
崇
セ
ラ

ル
ヽ
所
ナ
リ
、
今
日
帝
政
再
迭
ニ
於
テ
如
何
之
結
菓
〔
果
〕
ヲ
可
見
歟
、
逆
賭
ス
ヘ
カ

ラ
ス
、
我
ハ
妄
リ
ニ
国
体
ノ
得
失
ニ
就
キ
干
渉
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
暫
ラ
ク
国
民
一
般
ノ
趨

向
ニ
注
意
シ
テ
其
大
勢
ノ
定
マ
ル
ヲ
見
テ
之
ニ
援
助
ス
ル
モ
決
シ
テ
遅
キ
ニ
非
ラ
ル
ナ

リ
、
若
シ
然
ラ
ス
シ
テ
帝
国
ノ
成
リ
立
ニ
ヨ
リ
大
ニ
騒
乱
ヲ
来
ス
カ
如
キ
ア
ラ
〔
リ
〕

テ
ハ
危
険
甚
シ
ト
云
フ
ヘ
キ
ナ
リ

満
州
ニ
於
ケ
ル
帝
国
ノ
地
位
勢
力
ヲ
強
大
ニ
シ
北
京
之
死
命
ヲ
制
ス
ル
云
々

右
者
日
支
親
善
協
力
一
致
シ
テ
共
存
自
衛
東
亜
之
平
和
ヲ
維
持
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
、
威
嚇

手
段
ヲ
以
テ
成
効
〔
功
〕
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
大
ナ
ル
誤
謬
ト
言
ハ
サ
ル
ヲ
得
ズ
、
此
ヲ
列

強
ノ
外
交
ニ
見
ヨ
、露
西
亜
ノ
満
州
鉄
道
大
連
旅
順
ノ
租
借
、独
乙
ノ
カ
イ
ゼ
ル
ノ
「
ト

ル
コ
」
ニ
於
ケ
ル
懐
柔
策
ヲ
以
テ
今
日
ノ
戦
争
ニ
参
加
セ
シ
メ
シ
カ
如
キ
ハ
威
嚇
ヲ
以

テ
得
ス
ル
ニ
非
ス
、
偶
独
乙
ノ
膠
州
湾
租
借
ノ
如
キ
ナ
キ
ニ
非
サ
ル
モ
之
カ
為
メ
英
ノ

威
海
衛
仏
ノ
廣
州
湾
ノ
要
求
ト
ナ
リ
支
那
ヲ
シ
テ
憤
慨
已
ム
能
ハ
サ
ラ
シ
ム
、
此
国
際

ノ
正
義
ニ
非
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
日
本
ノ
国
際
ハ
正
義
ヲ
以
テ
終
始
不
動
ノ
主
義
ト
ナ
サ
ヽ

ル
可
ラ
サ
ル
ナ
リ

日
支
経
済
関
係
云
々
ハ
大
体
ニ
於
テ
賛
成
ナ
リ
、
我
国
官
民
ハ
商
工
農
業
其
区
々
タ
ル

利
権
獲
得
ヲ
放
念
シ
テ
、
支
那
製
造
原
料
ノ
豊
富
労
働
者
ノ
勤
勉
労
銀
ノ
低
廉
ヲ
利
用

シ
、
我
ノ
事
業
管
理
ノ
経
験
学
理
技
術
ト
相
待
ツ
テ
合
弁
事
業
ヲ
経
営
セ
ハ
必
ス
ヤ
成



－　36（４）　－

効
〔
功
〕
ヲ
期
ス
ヘ
キ
ナ
リ

日
支
之
国
交
ニ
就
キ
切
「
希
」〔
抹
消
〕
望
ス
ル
ハ
第
一
支
那
駐
在
公
使
ハ
日
本
第
一

流
ノ
外
交
家
ニ
シ
テ
支
那
「
ノ
」〔
抹
消
〕
文
学
言
語
ノ
素
養
ア
ツ
テ
支
那
ノ
事
情
ニ

精
通
シ
「
ス
ル
者
ニ
シ
テ
」〔
抹
消
〕
支
那
人
ト
親
密
ノ
交
際
ヲ
為
シ
得
ヘ
キ
者
タ
ラ

サ
ル
可
ラ
サ
ル
事
ト
ス
、
然
ル
ニ
従
来
支
那
駐
在
公
使
之
其
人
不
得
而
已
ナ
ラ
ス
今
日

ニ
在
ツ
テ
朝
野
官
民
共
多
ク
ハ
其
誠
ニ
支
那
之
事
情
ニ
精
通
ス
ル
者
ニ
無
キ
ハ
遺
憾
之

至
ニ
有
之
候
、
近
来
学
者
ニ
者
支
那
ニ
対
ス
ル
著
述
有
之
候
へ
共
見
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
内

藤
佛
次
郎
之
支
那
論
而
已
歟
与
者
存
候

右
不
取
敢
申
上
度
草
々
不
備

十
二
月
三
〇
日
　
　
綱

　
茂
殿

筆
ニ
任
セ
テ
記
し
候
者
ニ
付
雑
読
有
之
度
候
也

【
解
説
】

こ
の
書
簡
は
、前
述
の
書
簡
【
一
】
の
約
二
か
月
後
に
竹
内
か
ら
吉
田
に
送
ら
れ
た
。

冒
頭
で
は
、
一
〇
月
時
点
で
結
婚
予
定
と
書
か
れ
て
い
た
竹
内
廣
の
結
婚
式
が
、
つ
つ

が
な
く
執
り
行
わ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

次
に
、
竹
内
は
「
日
支
親
善
ニ
付
纔
ニ
意
見
之
趣
致
承
知
候
」
と
書
い
て
お
り
、
こ

の
書
簡
の
前
に
、
吉
田
が
竹
内
に
対
し
日
中
の
親
善
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
竹
内
は
吉
田
の
意
見
を
「
其
許
之
意
見
ニ
対
し
而
者
一
見
候
処
余
程

粗
暴
之
考
有
之
候
」
と
吉
田
の
意
見
の
う
ち
一
見
し
て
、
粗
暴
だ
と
考
え
ら
れ
る
も
の

も
あ
る
の
で
、「
教
思
付
之
侭
左
ニ
申
上
候
」
と
、
思
い
つ
い
た
ま
ま
を
教
え
、
以
下

の
よ
う
に
申
し
上
げ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
の
文
章
は
、
吉
田
の
意
見
を
取
り

上
げ
、
そ
れ
に
対
し
て
竹
内
が
考
え
を
述
べ
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
最
初
の
話
題
は
「
帝
政
問
題
ニ
付
キ
袁
〔
世
凱
〕
ヲ
助
ケ
我
ニ
帝
政
樹
立

之
功
ヲ
収
メ
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
袁
世
凱
の
帝
政
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

一
九
一
五
年
末
の
段
階
で
、
袁
は
民
政
か
ら
帝
政
へ
の
転
換
を
企
図
し
、「
皇
帝
」
の

地
位
に
就
任
し
た
直
後
だ
っ
た
。
吉
田
が
竹
内
に
袁
の
援
助
を
す
る
よ
う
意
見
し
て
い

る
一
方
、
竹
内
は
袁
の
帝
政
へ
の
援
助
を
標
ぼ
う
す
る
の
は
「
頗
ル
考
慮
ヲ
要
ス
ヘ
キ

問
題
ニ
シ
テ
容
易
ニ
断
ス
ヘ
カ
ラ
ズ
」
と
あ
る
よ
う
に
、慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

竹
内
は
続
け
て
、
み
だ
り
に
中
国
の
国
体
の
得
失
に
つ
い
て
干
渉
す
べ
き
で
は
な
く
、

し
ば
ら
く
中
国
の
情
勢
を
注
視
し
、
大
勢
が
定
ま
っ
て
か
ら
援
助
し
て
も
決
し
て
遅
く

は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
吉
田
が
日
本
の
中
国
へ
の
積
極
的
な
干
渉
を
主
張
し
て
い
る

一
方
で
、
竹
内
は
内
政
干
渉
に
あ
た
る
行
為
は
慎
む
よ
う
、
慎
重
な
立
場
を
と
っ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
袁
の
帝
政
運
動
は
各
地
の
軍
閥
の
抵
抗
に
遭
い
、
翌

年
三
月
に
は
帝
政
の
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
同
年
六
月
に
袁
自
身
も
急
逝
し
、
事
態

は
急
展
開
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

次
い
で
、「
満
州
ニ
於
ケ
ル
帝
国
ノ
地
位
勢
力
ヲ
強
大
ニ
シ
北
京
之
死
命
ヲ
制
ス
ル

云
々
」
と
あ
る
の
は
、
吉
田
が
満
洲
に
お
け
る
日
本
の
地
位
勢
力
を
強
大
に
し
て
、
北

京
政
府
の
急
所
を
押
え
る
な
ど
と
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

竹
内
は
「
右
者
日
支
親
善
協
力
一
致
シ
テ
共
存
自
衛
東
亜
之
平
和
ヲ
維
持
セ
ン
ト
欲
セ

ハ
、威
嚇
手
段
ヲ
以
テ
成
効
〔
功
〕
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
大
ナ
ル
誤
謬
ト
言
ハ
サ
ル
ヲ
得
ズ
」、

す
な
わ
ち
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
武
力
的
手
段
を
用
い
て

解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
の
は
大
い
な
る
間
違
い
で
あ
る
と
強
い
口
調
で
吉
田
の
意
見
を

否
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
竹
内
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
例
を
挙
げ
、
対
外
交
渉
に
お
け

る
外
交
的
手
段
と
武
力
的
手
段
と
を
比
較
し
て
い
る
。
竹
内
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン

ス
の
中
国
分
割
の
状
況
を
も
っ
て
「
此
国
際
ノ
正
義
ニ
非
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
と
述
べ
て
お

り
、
日
本
の
外
交
（
本
文
中
で
は
「
国
際
」
と
あ
る
）
は
正
義
で
も
っ
て
始
終
不
動
の

主
義
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

一
方
、
日
中
の
経
済
関
係
に
つ
い
て
は
、
吉
田
と
竹
内
の
意
見
は
一
致
し
て
い
る
。

竹
内
は
「
日
支
経
済
関
係
云
々
ハ
大
体
ニ
於
テ
賛
成
ナ
リ
」
と
述
べ
て
お
り
、
竹
内
い
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わ
く
、
中
国
製
造
原
料
の
豊
富
さ
や
、
労
働
者
の
勤
勉
さ
、
賃
金
の
低
廉
を
利
用
し
、

日
本
の
事
業
管
理
の
経
験
、
理
論
、
技
術
を
あ
わ
せ
て
合
弁
事
業
を
経
営
す
れ
ば
必
ず

成
功
す
る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
竹
内
は
日
中
の
国
交
に
お
い
て
、
中
国
語
や

中
国
の
文
化
に
詳
し
く
、
中
国
の
事
情
に
精
通
し
て
い
る
者
で
、
中
国
人
と
親
密
な
交

際
が
で
き
る
日
本
の
一
流
の
外
交
家
を
中
国
駐
在
公
使
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
説

い
て
い
る
。

以
上
の
内
容
か
ら
は
、
吉
田
が
外
交
官
と
し
て
中
国
に
赴
任
中
、
竹
内
と
連
絡
を
取

り
合
い
、
意
見
を
交
わ
し
て
い
た
様
子
が
み
て
と
れ
る
。
ま
た
、
竹
内
と
吉
田
の
中
国

に
対
す
る
姿
勢
は
、
経
済
面
で
は
一
致
し
て
い
た
が
、
他
方
中
国
の
政
治
情
勢
に
対
す

る
日
本
側
の
対
応
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
意
見
を
異
に
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
中
国

を
未
だ
大
国
と
み
な
す
竹
内
と
、
中
国
は
す
で
に
外
部
か
ら
の
介
入
な
し
に
は
統
一
し

え
な
い
と
す
る
吉
田
の
認
識
の
違
い
に
由
来
す
る
も
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う（
８
）。

注（
１
）　

吉
田
茂
と
竹
内
綱
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
ジ
ョ
ン
・

ダ
ワ
ー
『
吉
田
茂
と
そ
の
時
代
』（
中
央
公
論
社
、一
九
九
一
）
や
猪
木
正
道
『
評

伝
吉
田
茂
１　

青
雲
の
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
）、
原
彬
久
『
吉
田
茂
―
尊

皇
の
政
治
家
―
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
）
に
概
説
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
竹
内
が
吉
田
の
思
想
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
中
西
寛
「
吉

田
茂
の
ア
ジ
ア
観
―
近
代
日
本
外
交
の
ア
ポ
リ
ア
の
構
造
―
」（『
国
際
政
治
』
第

一
五
一
号
、
二
〇
〇
八
）
に
詳
し
い
。
中
西
は
中
国
の
大
陸
経
営
と
い
う
点
に
お

け
る
竹
内
と
吉
田
の
思
想
の
共
通
点
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
竹
内
と
吉
田
の
直
接

的
な
や
り
取
り
を
示
す
資
料
が
乏
し
い
た
め
、
竹
内
の
自
伝
（「
竹
内
綱
自
叙
伝
」

吉
野
作
蔵
編
『
明
治
文
化
全
集
』
第
二
二
巻
、日
本
評
論
社
、一
九
二
九
）
や
『
日

本
外
交
文
書
』（
外
務
省
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
吉
田
の
電
文
な
ど
を
援
引
し
、

論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
他
竹
内
と
吉
田
の
関
連
資
料
と
し
て
は
、
竹
内
綱
の

長
男
明
太
郎
の
日
記
が
高
知
工
業
高
等
学
校
同
窓
会
編
『
工
業
ハ
富
国
ノ
基
―
竹

内
綱
と
明
太
郎
の
伝
記
―
』（
一
九
九
七
）
に
一
部
収
録
さ
れ
て
お
り
、
日
記
に

は
吉
田
が
竹
内
綱
や
明
太
郎
に
自
身
の
進
路
や
養
父
吉
田
健
三
か
ら
引
き
継
い
だ

事
業
の
売
却
な
ど
種
々
の
相
談
事
を
し
て
い
た
記
述
が
あ
る
。

（
２
）　

前
掲
「
竹
内
綱
自
叙
伝
」
及
び
朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
編
『
朝
鮮
鉄
道
史
』
第
一

巻
（
朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
、
一
九
二
九
）。

（
３
）　

一
九
〇
九
年
一
一
月
二
九
日
伊
集
院
彦
吉
宛
牧
野
伸
顕
書
簡
（
社
団
法
人

尚
友
倶
楽
部
ほ
か
編
『
伊
集
院
彦
吉
関
係
文
書
』
第
一
巻
、
芙
蓉
書
房
出
版
、

一
九
九
六
）
で
は
、「
竹
内
綱
氏
五
月
中
旬
御
地
へ
到
達
之
予
定
に
て
南
清
よ
り

旅
行
を
始
ら
れ
申
候
間
、
到
達
被
致
候
は
ゞ
何
卒
宜
敷
御
世
話
被
下
候
様
奉
願
上

候
。
清
国
に
は
余
程
興
味
を
有
し
高
年
に
似
合
は
ぬ
元
気
有
為
之
人
に
御
坐
候
」

と
あ
り
、
牧
野
か
ら
伊
集
院
に
竹
内
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
４
）　

前
掲
牧
野
伸
顕
書
簡

（
５
）　

前
掲
「
竹
内
綱
自
叙
伝
」

（
６
）　

吉
田
茂
『
回
想
十
年
（
下
）』
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
八
（
初
出
は

一
九
五
七
～
五
八
年
）

（
７
）　

大
正
四
年
八
月
十
日
付
寺
内
正
毅
宛
吉
田
茂
書
簡
（
吉
田
茂
記
念
事
業
財
団
編

『
吉
田
茂
書
翰
』
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
四
）

（
８
）　

日
本
の
対
中
政
策
に
関
す
る
吉
田
の
考
え
は
、戸
部
良
一「
吉
田
茂
と
中
国
」（
吉

田
茂
記
念
事
業
財
団
編『
人
間
吉
田
茂
』中
央
公
論
社
、一
九
九
一)

、佐
藤
元
英「
吉

田
茂
の
奉
天
総
領
事
時
代
―
対
満
蒙
政
策
の
思
想
と
行
動
」（『
近
代
日
本
の
外
交

と
軍
事
―
権
益
擁
護
と
侵
略
の
構
造
―
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
）
や
前
述
の

中
西
論
文
な
ど
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
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